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自主点検表５（施設管理運営／放課後児童クラブ）
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	支援単位名称
	

	運営者名
	

	記入者の職名・氏名
	

	連絡先
	　電話：
	　ＦＡＸ：

	
	　Ｅメール：

	記入年月日
	　令和　　　　　年　　　　　月　　　　　日


[bookmark: _Hlk228440949]
 自主点検表記入要領A
１　記入方法
（１）「点検結果」欄の該当する回答の「□」に「チェック（☑）」を記入してください。　　　　　また、「記入欄及び点検のポイント」欄において必要事項を記入し、点検内容を確認してください。
（２）点検の時点は、原則、記入時点としてください。
（３）記入欄が不足する場合や、本様式での記入が困難な場合は、適宜、様式等を追加してください。
A根拠法令・参考資料の名称A
　この点検表に記載されている根拠法令・参考資料の略称の詳細は、次のとおりです。
	　文中の略称
	名　　　　称

	条例
	久喜市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成26年9月30日条例第20号）

	指針
	放課後児童クラブ運営指針（厚生労働省）

	解説
	放課後児童クラブ運営指針解説書について（通知）（令和7年3月28日こ成環第89号）

	通知
	放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準について（平成26年5月30日雇児発0530第1号）





	自主点検項目
	点検結果
	記入欄及び点検のポイント
	根拠法令等

	Ⅰ　管理・運営
	
	
	

	１　職員体制
	
	
	

	①　開所している時間帯を通じて、支援の単位ごとに適正人員の放課後児童支援員を配置していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　放課後児童支援員の数は、支援の単位ごとに、次の人数とします。ただし、その１人を除き、補助員（放課後児童支援員が行う支援について放課後児童支援員を補助する者）をもってこれに代えることができます。
	児童数
	配置人数

	１９人以下
	２人以上

	２０人以上
	３人以上



	○条例第10条第2項


	
	
	○　ケガやこども同士のけんか等が生じた場合、そのことに対応する職員と当事者以外のこどもに対応する職員が必要になります。また、放課後児童クラブでは、こども達が複数の場所でそれぞれに活動することがあります。更に、放課後児童支援員等は、こどもが放課後児童クラブにいる時間に電話対応、連絡帳等の確認、おやつの準備等も行います。したがって、一つのこどもの集団（支援の単位）に複数の放課後児童支援員等を配置することが必要です。
	○解説第4章1(1)

	
	
	○　育成支援に関わる業務には、こどもの受入れ準備、打合せ、育成支援の記録作成、清掃・片付け、配布物等の作成、事務処理等が含まれます。これらの業務は開所時間の前後に行うことが望ましいことから、放課後児童支援員等の勤務時間については、開所時間の前後に必要な準備時間を設けることを前提として設定されることが求められます。

	○解説第4章1(4)

	②　放課後児童支援員は次のいずれかに該当する者で、都道府県知事又は指定都市若しくは中核市の長が行う研修を修了していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　放課後児童支援員となることができる者は次のとおりです。
　①　保育士の資格を有する者
　②　社会福祉士の資格を有する者
　③　学校教育法の規定による高等学校（旧中等学校令による中等学校を含む。）若しくは中等教育学校を卒業した者、大学への入学を認められた者若しくは通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校教育を修了したものを含む。）又は文部科学大臣がこれと同等以上の資格を有すると認定した者（高等学校卒業者等）であって、２年以上児童福祉事業に従事したもの
　④　教育職員免許法第４条に規定する免許状を有する者
　⑤　学校教育法の規定による大学（旧大学令による大学を含む。）において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者（当該学科又は当該課程を修めて同法の規定による専門職大学の前期課程を修了した者を含む。）
　⑥　学校教育法の規定による大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程において優秀な成績で単位を修得したことにより、大学院への入学が認められた者
　⑦　学校教育法の規定による大学院において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専攻する研究科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者
　⑧　外国の大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者
　⑨　高等学校卒業者等であり、かつ、２年以上放課後児童健全育成事業に類似する事業に従事した者であって、市長が適当と認めたもの
　⑩　５年以上放課後児童健全育成事業に従事した者であって、市長が適当と認めたもの
○　研修修了者には、その者の研修計画を定めた上で、放課後児童支援員として業務に従事することとなった日から２年以内に当該研修を修了することを予定している者を含みます。
	○条例第10条第3項

	
	
	
○　職員は、健全な心身を有し、豊かな人間性と倫理観を備え、児童福祉事業に熱意のある者であって、できる限り児童福祉事業の理論及び実際について訓練を受けたものでなければなりません。
	
○条例第7条

	
	
	○　職員は、常に自己研鑽に励み、児童の健全な育成を図るために必要な知識及び技能の習得、維持及び向上に努めなければなりません。

	○条例第8条第1項

	③　放課後児童支援員及び補助員は、専ら当該支援に当たる者となっていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　利用者が２０人未満の事業所であって、放課後児童支援員のうち１人を除いた者又は補助員は同一敷地内にある他の事業所の職務に従事することができます。
	○条例第10条第5項


	
	
	○　放課後児童支援員の雇用に当たっては、雇用形態を長期的に安定したものとし、放課後児童支援員が長期にわたって安心して就業できるよう、処遇改善や労働環境の整備にも努めることが求められます。

	○解説第4章1(3)

	２　支援の単位
	
	
	

	①　１つの支援の単位を構成する対象児童数はおおむね４０人以下としていますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　令和７年度の月別登録者数（月初）を記入してください。
（単位：人）
	単位
	
	
	

	定員
	
	
	

	人数
月
	児童数
	児童数
	児童数

	
	
	障がい児
	
	障がい児
	
	障がい児

	　4月
	
	
	
	
	
	

	　5月
	
	
	
	
	
	

	　6月
	
	
	
	
	
	

	　7月
	
	
	
	
	
	

	　8月
	
	
	
	
	
	

	　9月
	
	
	
	
	
	

	10月
	
	
	
	
	
	

	 11月
	
	
	
	
	
	

	 12月
	
	
	
	
	
	

	　1月
	
	
	
	
	
	

	　2月
	
	
	
	
	
	

	　3月
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	



	○条例第10条第4項


	
	
	○　こどもが相互に関係を構築したり、一つの集団としてまとまりを持って生活したり、職員が個々のこどもとこども集団との信頼関係を築いたりすることができる人数として、おおむね４０人程度までが適当と考えられます。
	○解説第4章2(2)

	
	
	○　一の支援の単位を構成する「児童の数」とは、放課後児童健全育成事業が毎日利用する児童と週のうち数日を利用する児童との双方が考えられる事業であることに鑑み、毎日利用する児童（継続して利用することを前提に申込みをした児童）の人数に、一時的に利用する児童（塾や習い事、保護者のパート就労等により週のうち数日を利用することを前提に申込みをした児童）の平均利用人数を加えた数をいうものです。

	○通知第一の3(4)

	３　開所時間及び開所日
	
	
	

	①　開所時間及び開所日は、保護者の就労時間、学校の授業の終了時刻その他の地域の実情等を考慮して設定していますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　設定した開所時間を記入してください。
	区分
	開所時刻
	～
	閉所時刻

	平日
	
	～
	

	土曜日
	
	～
	

	学校長期休業日
	
	～
	


　　　
	○条例第18条第1項

	
	
	
○　事業所を開所する時間は、次に掲げる区分に応じ、次に定める時間を含めるものとします。
	小学校の授業の休業日
	午前７時４５分から午後６時３０分まで

	小学校の授業の休業日以外の日
	授業の終了時から午後６時３０分まで


　　
	

	②　１年につき２８０日以上開所していますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　令和７年度の開所日数を記入してください。
	区分
	開所日数
	備考

	平日
	
	日
	

	土曜日
	
	日
	

	学校長期休業日
	
	日
	

	合　計
	
	日
	



	○条例第18条第2項


	
	
	○　放課後児童クラブに入所する新１年生のこどもの多くは、保護者の就労等により保育所等に通っていたこどもであり、前年度末に保育所等を卒園します。放課後児童クラブに入所するまでの間に空白期間が生じることのないよう、４月１日から放課後児童クラブで受入れを可能にすることが求められます。

	○解説第4章3(4)

	４　利用の開始等に関わる留意事項
	
	
	

	①　利用の募集に当たり、適切な時期に様々な機会を活用して広く周知を図っていますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　入所案内の公開方法について記入してください。
【公表方法】
	


　　
○　利用の募集に当たり、事業目的・内容、利用要件、利用料、申込手続方法等についてわかりやすく掲載した入所案内を作成した上で、放課後児童クラブの利用を希望する保護者に必要な情報を提供することが求められます。
○　作成した入所案内は、市の窓口で配布したりホームページに掲載するなどにより、広く周知を図ることが必要です。それらの情報は常時公開しておくことで、利用を希望する際にはいつでも情報を得られるようにしておきます。

	○指針第4章4(1)
○解説第4章4(1)

	②　利用の開始の前に、十分に保護者等と情報交換していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　利用の開始に際しては、個別に保護者と書面のやりとりあるいは面談を通じて、来所・帰宅の時間と方法、こどもの健康状態、こどもや家庭の状況、食物アレルギー等の有無、保護者のニーズ等について把握、確認することが求められます。
○　環境の大きな変化がこどもの情緒や健康状態に影響を及ぼす場合があるため、新１年生については特に配慮することが重要です。
○　食物アレルギー等への対応は利用開始時からすぐに必要です。

	○指針第4章4(4)
○解説第4章4(4)

	③　こどもが放課後児童クラブを退所する場合には、適切な支援への引き継ぎを行っていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　退所後の過ごし方についてこどもや保護者に事前に確認し、それに向けた準備ができるよう、保護者への情報提供やこどもへの働きかけ等、必要な支援を行うことが望まれます。
○　退所に伴う居場所の変化がこどもの心理に与える影響にも配慮し、円滑に生活を移行していけるように、保護者と連携して支援することが重要です。
○　放課後児童クラブを退所した後も放課後の生活において何らかの支援を必要とする場合には、そのこどもの生活の連続性や家庭の状況に配慮し、保護者等からの相談に応じて他機関の紹介等を行い、適切な支援への引継ぎを行うことが望まれます。

	○指針第4章4(5)
○解説第4章4(5)

	５　運営主体の留意事項等
	
	
	

	①　こどもの権利について学び、こどもの権利の理解を深めていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　放課後児童クラブの運営主体及び放課後児童支援員等は、こどもの育成支援に従事する者として、まず自らがこどもの権利について学ぶ必要があります。
	○指針第1章3(4)
○解説第1章3(4)

	
	
	○　こどもの権利について十分に理解するとともに、放課後児童クラブの運営や育成支援においてこどもの人権が守られるよう、放課後児童クラブにおいてこどもの権利に関する学習の機会を確保し、職員が参加できる環境を整えることが求められます。

	○指針第4章5(2)
○解説第4章5(2)

	②　こどもや保護者の国籍、信条又は社会的身分による差別的な扱いをしていませんか。
	☐　いる
☐　いない
	○　こどもや保護者に、国籍、信条又は社会的身分による差別的な扱いをしてはなりません。
	○条例第11条
○指針第4章5(2)
○解説第4章5(2)

	③　児童の保護者及び地域社会に対し、事業の運営の内容を適切に説明するように努めていますか。

	☐　いる
☐　いない
	○　地域の中で放課後児童クラブの存在や役割が十分に理解され、地域社会との交流や連携によって育成支援の内容がより豊かになるように努めることが求められます。
○　地域社会の理解を得ていくためには、放課後児童クラブが行う育成支援の内容について、地域における事業の利用者である保護者に適切に説明することが必要です。
○　自治会・町内会や民生委員・児童委員（主任児童委員）等の地域組織やこどもに関わる関係機関等にも適切に説明するよう努める必要があります。

	○条例第5条第3項
○指針第4章5(2)
○解説第4章5(2)

	④　運営の内容について、自ら評価を行い、その結果を公表するよう努めていますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　自己評価の実施日と公表方法を記入してください。
直近の自己評価実施日：　　　　年　　月　　日
【公表方法】
	


　　
	○条例第5条第4項
○指針第4章5(2)

	
	
	○　保護者や地域社会に放課後児童クラブの取組の実情を明らかにし、説明責任を果たすために、自己評価の結果を公表するように努めることが求められます。
	○解説第4章5(2)

	
	
	○　運営の内容についての自己評価には、事業運営についての評価と育成支援についての評価が含まれます。
○　自己評価や第三者評価結果の公表の方法としては、通信や掲示版への掲示、ホームページの利用等、様々な方法が考えられます。

	○解説第7章3(3)

	⑤　福祉サービス第三者評価制度等を活用するなど、他者から受ける客観的な評価（第三者評価）を行い、その結果を公表していますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　第三者評価の実施日と公表方法を記入してください。
直近の第三者評価実施日：　　　　年　　月　　日
【公表方法】
	


　　　　
	○指針第7章3(3)
○解説第7章3(3)

	
	
	○　第三者評価は、放課後児童クラブ運営主体や放課後児童クラブが、事業運営における問題点を第三者の目線で把握し、運営内容の質の向上に結び付けるため実施するものです。第三者評価制度を主体的に活用し、こどもや保護者のために、事業運営や育成支援の質の向上を図っていくことが大切です。

	

	
⑥　運営規程を整備していますか。
	
☐　いる
☐　いない
	
→　制定又は直近の改定時期を記入してください。
制定又は直近の改定日：　　　　年　　月　　日

→　運営規程に定めている項目をチェックしてください。
	☐
	事業の目的及び運営の方針

	☐
	職員の職種、員数及び職務の内容

	☐
	開所している日数及び時間

	☐
	支援の内容及び当該支援の提供につき利用者の保護者が支払うべき額

	☐
	利用定員

	☐
	通常の事業の実施地域

	☐
	事業の利用に当たっての留意事項

	☐
	緊急時等における対応方法

	☐
	非常災害対策

	☐
	虐待の防止のための措置に関する事項

	☐
	その他事業の運営に関する重要事項


　　　　
	
○条例第14条

	
	
	○　支援の内容及び当該支援の提供により利用者の保護者が支払うべき額について、「利用者の保護者が支払うべき額」には、利用料のほか、おやつ代、傷害保険料等、利用料以外にも支払うべき額がある場合には、当該額についても含まれるものです。
○　利用定員は、事業所において、同時に支援の提供を受けることができる児童の数の上限をいうものです。なお、複数の支援の単位が設置されている場合にあっては、当該支援の単位ごとに利用定員を定めてください。
○　その他事業の運営に関する重要事項として、苦情解決の体制等事業の運営に関する事項を定めておくことが望ましいです。

	○通知第一の4(4)

	⑦　職員、財産、収支及び利用者の処遇の状況を明らかにする帳簿を整備していますか。

	☐　いる
☐　いない
	→　整備している職員の状況を明らかにする帳簿をチェックしてください。
	☐
	職員名簿

	☐
	資格を証する書類（写）

	☐
	賃金台帳

	☐
	出勤簿（タイムカード等）

	☐
	勤務表（シフト表）

	☐
	超過勤務簿

	☐
	休暇取得簿

	☐
	支援員認定資格研修修了書

	☐
	雇用通知書

	☐
	職員健康診断結果の記録

	☐
	労働者災害補償保険の加入

	☐
	雇用保険の加入

	☐
	厚生年金保険・健康保険の加入

	☐
	２４協定書

	☐
	３６協定書


　　
→　整備している財産の状況を明らかにする帳簿をチェックしてください。
	☐
	施設・設備台帳（民間事業者のみ）

	☐
	備品台帳


　　
	○条例第15条
○労働安全衛生法
第66条
○労働安全衛生規則
第43条～第44条
○労働者災害補償保険法
　第3条
○雇用保険法第4条、
第6条
○労働基準法第24条、第36条


	
	
	　　
→　整備している収支の状況を明らかにする帳簿をチェックしてください。
	☐
	現金出納帳

	☐
	預金出納帳（通帳）

	☐
	小口現金台帳

	☐
	会計関係帳簿

	☐
	領収書

	☐
	保育料の徴収が分かる管理簿

	☐
	予算書・決算書


　　
→　整備している利用者の処遇の状況を明らかにする帳簿をチェックしてください。
	☐
	入所申込書

	☐
	就労証明書

	☐
	出席簿

	☐
	児童名簿

	☐
	放課後児童クラブ児童票

	☐
	身体障害者・療育手帳（写）・診断書等

	☐
	育成支援日誌


　　　
	

	６　適正な会計管理及び情報公　　　　　開
	
	
	

	①　利用料等の徴収、管理及び執行に当たっては、定期的な検査や決算報告を行い、適正な会計管理を行っていますか。

	☐　いる
☐　いない
	○　放課後児童クラブの公益性に照らし、保護者から利用料等を徴収する場合は、徴収の手続きや管理及び執行を適正に行い、その執行状況や決算報告について定期的に監査や決算報告を行い、適正な会計管理を行うことが必要です。

	○指針第4章7(1)
○解説第4章7(1) 


	②　会計処理や運営状況を、保護者や地域社会に対して情報公開していますか。

	☐　いる
☐　いない
	○　社会福祉法第７５条第１項では、「社会福祉事業の経営者は、福祉サービスを利用しようとする者が、適切かつ円滑にこれを利用することができるように、その経営する社会福祉事業に関し情報の提供を行うよう努めなければならない」とされています。
○　事業内容や財務及び収支の状況等についてわかりやすい情報公開を推進して、保護者や地域社会に対する説明責任を果たし、運営の適切性を担保することが求められます。

	○指針第4章7(2)
○解説第4章7(2) 


	７　学校及び地域との関係
	
	
	

	①　情報交換や情報共有、職員同士の交流等によって学校との連携を積極的に図っていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　こどもが日々の生活を円滑に過ごすことができるよう、安全面も含めて学校と情報交換や情報共有をし、こどもの生活の連続性を保障する必要があります。
○　学校との連携を図るためには、放課後児童クラブの事業案内や行事の予定、放課後児童クラブに在籍するこどもの名簿等を届けるなどして、放課後児童クラブでの生活の様子を学校に伝えます。そして、学校から授業時間や年間行事の予定と学校だより・学年だより等を知らせてもらいます。

	○条例第20条
○指針第5章1(1)
○解説第5章1(1)


	
②　学校との情報交換や情報共有は日常的、定期的に行いうとともに、個人情報の保護や秘密の保持についてあらかじめ取り決めていますか。
	
☐　いる
☐　いない
	
○　学校との情報交換や情報共有は日常的に行う必要があるほか、行事等で交流したり連携の窓口担当者同士が面談したりするなど、定期的な情報交換や情報共有、交流等の機会を設けることも重要です。
○　設置場所が学校内か学校外かに関わらず、放課後児童クラブに学校との連携の窓口担当者を置くことが求められます。学校からも連絡の際の窓口となる担当者を知らせてもらうと、連携がスムーズになります。可能であれば、担当者同士が面談する機会を、年間を通して定期的に設けられるようにすることが望まれます。

→　個人情報の管理や取扱いを定めた方針や規程を記入してください。
制定又は直近の改定日：　　　　年　　月　　日
【方針・規程の名称】
	



○　放課後児童クラブが入手した個人情報や放課後児童支援員等が職務上知り得た情報については、放課後児童クラブとしてあらかじめ情報の管理や取扱いのルールを取り決めておき、責任を持って情報を管理しなければなりません。
	
○条例第16条第1項
○指針第5章1(2)
○解説第5章1(2)


	
	
	○　職員は、運営や育成支援に当たって知り得たこどもや家庭の様々な事情等に関する秘密については、正当な理由がない限り守秘義務があります。守秘義務は職員の退職後も適用されるべきものであり、運営主体は、文書を取り交わすなどの必要な措置により、秘密保持の遵守について確認しておく必要があります。

	○条例第16条第2項
○指針第7章1(2)
○解説第7章1(2)


	８　施設
	
	
	

	①　遊び及び生活の場としての機能並びに静養するための機能を備えた専用区画を備えていますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　静養するための機能を備えた専用区画（静養場所）を記入してください。
【静養場所】
	


　　　
○　施設空間は、こどもの生活の連続性を保障するとともに、こどもにとって「他人が断りなく出入りすることのない、安全と安心が保障された空間」として成り立つようにしなければなりません。すなわち、仕切りや境界がある独立した空間で、生活に必要な営みができる機能が備わったつくりであることが求められます。
○　帰宅までの放課後の時間や学校の休業日に放課後児童クラブで過ごすことを考慮して、屋外遊びや運動遊びを行う場所、自然にふれあいながら過ごせる環境を積極的に確保し、活用していくことが求められます。

	○条例第9条第1項
○指針第6章1(1)
○解説第6章1(1)


	②　専用区画の面積は、こども１人につき設備部分を除いて１．６５ ㎡以上を確保していますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　クラブ室におけるこども１人あたりの面積を記入してください。
	クラブ室床面積①
	児童数②
	１人あたり面積（①÷②）

	
	㎡
	
	人
	
	㎡


　　
○　専用区画の面積は、児童１人につきおおむね１．６５平方メートル以上としてください。
○　こどもの生活スペースとは別に、職務の遂行に必要な事務作業や更衣ができるスペースや設備が必要です。

	○条例第9条第2項
○指針第6章1(1)
○解説第6章1(1)


	
③　採光、換気等利用者の保健衛生及び利用者に対する危害防止に十分な考慮を払って設けていますか。
	
☐　いる
☐　いない
	
○　室内のレイアウトや装飾、採光等にも配慮し、こどもが心地よく過ごせるように工夫することも求められます。

→　室内のレイアウトや装飾、採光等にも配慮し、こどもが心地よく過ごせるための工夫を記入してください。
	



○　室内のレイアウトについては、空間に余裕のない場合は、机や遊具の置き場所を工夫したり可動式のものを用いるなどして、こどもが動いて遊んだり、座って遊んだりできるように空間を工夫することが求められます。棚等の安定したもので空間を区切って、こどもが集中して遊ぶことができるスペースをつくる、カーペットや畳を敷くなどしてゆったりとくつろげるようにするなどの工夫も必要です。

	
○条例第5条第5項
○指針第6章1(1)
○解説第6章1(1)


	９　備品
	
	
	

	①　専用区画等は、衛生及び安全が確保されたものとしていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　衛生及び安全が確保された設備を備え、こどもの所持品を収納するロッカーやこどもの生活に必要な備品、遊びを豊かにするための遊具及び図書を備えてください。
○　どの年齢のこどもにとっても、ほっとできるくつろぎの場であるとともに、いきいきと活動できる場となるよう、空間や設備、備品等の配置や構成を工夫することが求められます。

	○条例第9条第4項
○指針第6章1(2)
○解説第6章1(2)


	１０　衛生管理等
	
	
	

	①　必要な医薬品その他の医療品を備えるとともに、それらの管理を適正に行っていますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　備えている医薬品を記入してください。
	



	○条例第13条第3項

	
	
	○　医師の指示により保護者を通じて児童の医薬品を保管する場合は、適切に管理することが必要です。また、こどもの衛生管理に当たって必要となる医薬品（医薬部外品等）の備えが求められます。
○　急な病気や事故に際してのこどもの応急手当のためにＡＥＤ等も備えておくことが望まれます。

	○指針第6章2(1)
○解説第6章2(1)

	②　手洗いやうがいを励行するなど、日常の衛生管理に努めていますか。

	☐　いる
☐　いない
	○　こどもが手洗いやうがい、身体・衣服の汚れへの対応等を日常的に行うなど清潔を保つための生活習慣を身に付けるよう援助し、こどもと共に日常の衛生管理に努めることが求められます。
○　衛生管理の観点から施設設備や備品等を定期的に点検することも求められます。

	○指針第6章2(1)
○解説第6章2(1)

	③　施設設備やおやつ等の衛生管理を徹底し、食中毒の発生を防止していますか。

	☐　いる
☐　いない
	○　施設設備等の清掃・消毒については、マニュアルやチェックリスト等を定めて計画的に行うとともに、実施点検した結果について記録することも必要です。
○　おやつの提供は、食中毒や事故の防止のための点検項目を定め、確認しながら行うことが必要です。

	○条例第13条第1項
○指針第6章2(1)
○解説第6章2(1)

	④　感染症の発生状況について情報を収集し、予防に努めていますか。

	☐　いる
☐　いない
	○　感染症については、市、保健所や学校等と連携して、日頃から発生状況についての情報収集に努め、予防に努めることが大切です。
○　感染症等の発生時の報告については、市の定める対処方針に沿って行い、必要に応じて市、保健所等に連絡し、連携して必要な措置を講じて二次感染を防ぐよう努める必要があります。

	○指針第6章2(1)
○解説第6章2(1)

	
⑤　職員に対し、感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止のための研修を定期的に実施するよう努めていますか。

	
☐　いる
☐　いない
	
→　直近の研修の実施状況を記入してください。
研修実施日：　　　　年　　月　　日
【研修の内容】
	


　　
	
○条例第13条第2項

	⑥　職員に対し、感染症の予防及びまん延の防止のための訓練を定期的に実施するよう努めていますか。

	☐　いる
☐　いない
	→　直近の訓練の実施状況を記入してください。
訓練実施日：　　　　　年　　　月　　　日
【訓練の内容】
	


　　
	○条例第13条第2項

	１１　防災及び防犯対策
	
	
	

	①　消火用具、非常口その他非常災害に必要な設備や備品を設けていますか。

	☐　いる
☐　いない
	→　設けている非常災害用の設備及び備品を記入してください。
	


　　　
	○条例第6条第1項


	②　非常災害に関する具体的計画を作成していますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　非常災害に関する具体的計画に盛り込まれている災害の種類にチェックしてください。
	災害の種類
	記載の有無

	火災
	☐

	地震
	☐

	台風
	☐

	大雪
	☐

	竜巻
	☐

	水・土砂
	☐

	その他
	☐


　　　
○　地震・津波、気象災害（台風、大雪、竜巻、雷等）、火災等の災害が発生した場合には、適切に対応し、速やかに避難行動をとることが必要です。

	○条例第6条第1項
○指針第6章2(3)
○解説第6章2(3)

	
	
	→　非常災害に関する具体的計画に盛り込まれている項目にチェックしてください。
	☐
	施設の立地条件

	☐
	災害に関する情報の入手方法

	☐
	災害時の連絡先及び通信手段の確認

	☐
	避難を開始する時期、判断基準

	☐
	避難場所

	☐
	避難経路

	☐
	避難方法

	☐
	災害時の人員体制、指揮系統

	☐
	関係機関との連携体制

	☐
	食料及び防災資機材等の備蓄


　　　
	○「社会福祉施設等における非常災害対策計画の策定の手引（令和3年5月改定、社会福祉課）」

	③　避難及び消火に係る訓練を定期的に（年２回以上）行っていますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　令和７年度の訓練状況を記入してください。
	訓練実施日
	種類

	
	避難
	消火

	令和　　年　　月　　日
	☐
	☐

	令和　　年　　月　　日
	☐
	☐

	令和　　年　　月　　日
	☐
	☐


　　
○　定期的に（少なくとも年２回以上）訓練を行うなどして迅速に対応できるようにしてください。
	○条例第6条第2項
○指針第6章2(3)
○解説第6章2(3)

	
④　外部からの不審者等の侵入防止のための措置や訓練など不測の事態に備えて必要な対応を図っていますか。

	
☐　いる
☐　いない
	
○　不審者が侵入した場合や近隣で不審者に関する情報を入手した場合に備えて、防犯に関する計画及びマニュアルを作成し、防災対策のための計画及びマニュアルと同様に、関係機関や保護者と共有しておくことも必要です。

	
○解説第6章2(3)
○解説第6章2(3)

	⑤　市が定める地域防災計画に水防法又は土砂災害防止法における要配慮者利用施設として施設の名称と所在地が記載されていますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　以下の日付を記入してください。
避難確保計画作成（変更）日：　　　　年　　月　　日
上記計画の市への報告日：　　　　年　　月　　日
計画に基づく訓練実施日：　　　　年　　月　　日
上記訓練の市への報告日：　　　　年　　月　　日

○　水防法等による避難確保計画は、既存の非常災害対策計画に必要な項目を追加して作成しても構いません。

	○水防法第15条の3
○水防法施行規則
第16条

	⑥　災害等が発生した際の対応の仕方を事前に定めておくとともに、緊急時の連絡体制を整備して保護者や学校と共有していますか。

	☐　いる
☐　いない
	○　電話がつながらないなどにより保護者との連絡が十分にとれない可能性があることも考慮し、そのような状況下においても保護者がこどもの状況を知ることができるように、安全確保の状況や避難場所等についての情報を所定の場所に掲示し通知するなどの対応も必要です。
	○指針第6章2(3)
○解説第6章2(3)

	１２　事故やケガの防止と対応
	
	
	

	①　室内及び屋外の環境の安全性について毎日点検し、必要な補修等を行っていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　施設設備等の些細な不具合が大きな事故やケガにつながる可能性もありますので、施設、設備、遊具、用具、屋外遊びの場所及び遊具等について日常的に安全を確認することが求められます。
○　施設設備等については、安全点検表を作成して点検項目や点検頻度、点検者を定め、定期的に点検します。点検の結果については記録しておき、不具合がある場合には必要な補修等を行います。
○　安全点検の対象には、近隣の公園に行く場合や遠足等の放課後児童クラブの外で活動する場合の環境も含まれます。

	○指針第6章2(2)
○解説第6章2(2)

	②　事故やケガの防止に向けた対策や発生時の対応に関するマニュアルを作成し、放課後児童支援員等の間で共有していますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　マニュアルの周知方法を記入してください。
	



○　事故やケガの防止のために日常においてどのような点に留意すべきか、また、事故やケガが起きそうになった場合、あるいは起きた場合にどのように対応して被害を少なくするかといったことについて、日常の行動に生かすための事故防止マニュアルを整備し、それを効果的に活用できるように訓練や研修を行う必要があります。
	○指針第6章2(2)
○解説第6章2(2)


	
	
	○　遠足等の活動や取組等において、公共交通機関を利用したり自動車を運行する場合には、まず視認をしっかり行った上で、点呼等を通じてこどもの所在を確実に確認し、安全を守らなければなりません。

	○条例第6条の3


	③　おやつ等の提供に際しての事故防止の対策を講じていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　食物アレルギーの症状が現れた場合や窒息等がみられた場合の見極め方や、救急車の要請、緊急時に使用するアナフィラキシー症状の進行を一時的に緩和する自己注射薬の使用方法を含めた対応について、研修等で学んでおくことも必要です。
○　おやつ等の提供に際しては、窒息事故の可能性にも留意しなければなりません。食品を食べやすい大きさにして提供し、よく噛んで食べることを指導するとともに、食べる際の姿勢やおやつの時間（前後を含む）のこどもの様子には必ず目を届かせる必要があります。

	○指針第6章2(2)
○解説第6章2(2)

	
④　こどもが自らの安全を守るための行動について学習し、習得できるように援助していますか。

	
☐　いる
☐　いない
	
○　こどもが自ら危険を回避できる力を育てていくためには、こどもの発達段階や場面あるいは状況に応じた適切な援助が求められます。
	
○指針第6章2(2)
○解説第6章2(2)

	⑤　発生した事故事例や事故につながりそうな事例の情報を収集し、分析するなどして事故防止に努めていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　事故事例や事故につながりそうであったヒヤリ・ハット事例等の情報は、共有して対策のあり方を探ることで、多くの類似の事故を防ぐことにつながります。軽微な事故や結果的に事故に至らなかった事例であっても、一歩間違えれば重大な事故に発展していた可能性があることを踏まえ、事例の情報を収集して記録の上、原因や要因を分析することが望まれます。
	○指針第6章2(2)
○解説第6章2(2)

	
	
	○　放課後児童クラブに通うこどもや放課後児童支援員等の事故やケガ等で賠償すべき事態が発生する場合に備えて、必ず損害賠償保険に加入しておく必要があります。
○　過失の有無に関わらずケガ等を保障する傷害保険等についても加入することが必要です。

	○条例第21条第2項


	⑥　事故やケガが発生した場合には、速やかに適切な処置を行うとともに、こどもの状況等を速やかに保護者に連絡し、放課後児童クラブの運営主体及び市に報告していますか。

	☐　いる
☐　いない
	○　事故やケガが発生した場合は、速やかに適切な処置を行うとともに、保護者に連絡し、事故原因等については改めて具体的かつ丁寧に説明することが求められます。
○　重大事故が起きた場合には、放課後児童クラブの運営主体から市・都道府県を通じてこども家庭庁及び消費者庁に報告することが求められています。
	○条例第21条第1項
○指針第6章2(2)
○解説第6章2(2)

	１３　安全計画及び業務継続計画の策定
	
	
	

	①　安全計画を策定していますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　安全計画に盛り込んでいる項目をチェックしてください。
	☐
	事業所・施設の設備等の安全点検

	☐
	事業所・施設外活動等を含む放課後児童クラブ等での活動、取組等における放課後児童クラブ等職員や児童に対する安全確保のための指導

	☐
	放課後児童クラブ等職員への各種訓練や研修等の児童の安全確保に関する取組についての年間スケジュール


　　
○　安全確保に関する取組を計画的に実施するため、各年度において、当該年度が始まる前に定めてください。

	○条例第6条の2第1項
○「放課後児童クラブ等における安全計画の策定に関する留意事項等について」（令和4年12月21日事務連絡厚生労働省子ども家庭局子育て支援課通知）


	②　職員に対し、安全計画について周知するとともに、研修及び訓練を定期的に実施していますか
	☐　いる
☐　いない
	→　職員に対する安全計画の周知方法を記入してください。
	



○　職員に対し、安全計画について周知するとともに、研修及び訓練を定期的に実施してください。

	○条例第6条の2第2項

	③　保護者に対し、安全計画に基づく取組の内容等について周知していますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　保護者に対する安全計画に基づく取組の内容等の周知方法を記入してください。
	



○　利用者の安全の確保に関して保護者との連携が図られるよう、保護者に対し、安全計画に基づく取組の内容等について周知してください。

	○条例第6条の2第3項


	
④　定期的に安全計画の見直しを行い、必要に応じて安全計画の変更を行っていますか。

	
☐　いる
☐　いない
	
○　定期的に安全計画の見直しを行い、必要に応じて安全計画の変更を行ってください。

	
○条例第6条の2第4項

	⑤　感染症又は非常災害の発生時において、利用者に対する支援の提供を継続的に実施し、及び非常時の体制で早期の業務の再開を図るための計画（業務継続計画）を策定するよう努めていますか。

	☐　いる
☐　いない
	→　当初の業務継続計画の策定年月日を記入してください。
感染症編：　　　　年　　月　　日
自然災害編：　　　　年　　月　　日

○　「児童福祉施設における業務継続ガイドライン」では、児童福祉施設が非常時や緊急事態宣言などの制限下であっても継続的なサービスが求められる施設であることに鑑み、業務継続計画を策定するに当たって配慮すべき事項がまとめられています。放課後児童クラブにおける業務継続計画の策定に当たって参考にしてください。

	○条例第12条の2
第1項
○解説第6章2(3)

	⑥　職員に対し、業務継続計画を周知するよう努めていますか。

	☐　いる
☐　いない
	→　職員への周知方法を記入してください。
	


　　
	○条例第12条の2
第2項


	⑦　業務継続計画に関する必要な研修及び訓練を定期的に実施するよう努めていますか。

	☐　いる
☐　いない
	→　直近の研修の実施状況を記入してください。
研修実施日：　　　　年　　月　　日
【研修の内容】
	


　　
→　直近の訓練の実施状況を記入してください。
訓練実施日：　　　　年　　月　　日
【訓練の内容】
	


　　
	○条例第12条の2
第2項


	⑧　定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて変更を行うよう努めていますか。

	☐　いる
☐　いない
	→　直近の業務継続計画の改訂年月日を記入してください。
感染症編：　　　　年　　月　　日
自然災害編：　　　　年　　月　　日
	○条例第12条の2
第3項


	１４　職場倫理及び事業内容の向上
	
	
	

	①　利用者に対し、虐待行為その他当該利用者の心身に有害な影響を与える行為をしていませんか。
	☐　いる
☐　いない
	○　虐待行為とは、次に掲げる行為をいいます。
一　児童等の身体に外傷が生じ、又は生じるおそれのある暴行を加えること。
二　児童等にわいせつな行為をすること又は児童等をしてわいせつな行為をさせること。
三　児童等の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食又は長時間の放置、同居人若しくは生活を共にする他の児童による前二号又は次号に掲げる行為の放置その他の施設職員等としての養育又は業務を著しく怠ること。
四　児童等に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応その他の児童等に著しい心理的外傷を与える言動を行うこと。
○　放課後児童クラブ内のこどもによる特定のこどもに対するいじめを放置する行為も、職員のこどもに対する保護の怠慢・ネグレクトといういわゆる虐待に該当することにも留意する必要があります。
○　地域の実情を踏まえながら、放課後児童クラブ内で児童虐待等や児童虐待等と疑われる事案があった場合の対応に-ついて定め、職員間で周知徹底することが求められます。

	○条例第12条
○児童福祉法
第33条の10第1項
○指針第7章1(2)
○解説第7章1(2)

	
②　苦情を受け付けるための窓口を設置するなど苦情解決に対応していますか。

	
☐　いる
☐　いない
	
→　苦情解決体制について記入してください。
	
	職名
	氏名

	苦情受付担当者
	
	

	苦情解決責任者
	
	

	第三者委員
	
	



○　こどもや保護者、地域住民等からの要望や苦情があった時、それをどこに相談すればよいかを示しておく必要があります。
○　こどもや保護者等から寄せられた苦情に的確に対応することができるように、市と連携して苦情の解決に向けた手順を整理して、こどもや保護者等に周知するよう取り組むことが求められます。

→　利用者への周知方法を記入してください。
	



○　施設内への掲示、パンフレットの配布等により、利用者に対して、苦情解決責任者、苦情受付担当者及び第三者委員の氏名・連絡先や、苦情解決の仕組みについて周知することが必要です。

	
○条例第17条第1項
○指針第7章2
○解説第7章2
○「社会福祉事業の経営者による福祉サービスに関する苦情解決の仕組みの指針について」の一部改正につい
（平成29年3月7日、雇児発0307第1号、社援発0307第7号、老発0307第42号）


	③　要望や苦情の内容や対応について職員間で共有することにより事業内容の向上に生かしていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　こどもや保護者からの要望や苦情には、事業内容の向上に向けたヒントが隠されています。要望や苦情は、その対応の過程において、自らの育成支援の内容を見直し、改善すべき課題を見つけて事業内容の向上を図っていくために欠かすことのできないものと捉え、誠実に対応することが求められます。

	○指針第7章2(4)
○解説第7章2(4)


	④　研修等を通じて、必要な知識及び技能の習得、維持及び向上に努めていますか。
	☐　いる
☐　いない
	→　放課後児童支援員等の資質の向上のために確保している研修の機会を記入してください。
　【職場内研修】
	


　【職場外研修】
	



○　事業内容の向上を図るため、職場内外の様々な機会を捉えて、放課後児童支援員等の資質向上を図るための教育訓練や研修等の機会を充実させ、参加を保障することが求められます。
○　放課後児童支援員等には、研修等に積極的に参加し、知識及び技能の習得、維持及び向上に努めることが望まれます。また、研修等に参加した放課後児童支援員等が、研修参加後にその内容を職場内で伝達するなどして、学んできた知識や技能を職場内で共有することで、職場全体の知識及び技能の向上が期待できます。
○　職員が自発的、継続的に研修に参加できるように、研修受講 計画を策定し、管理するなどの環境を整備していくとともに、職員の自己研鑽、自己啓発への時間的、経済的な支援や情報提供も含めて取り組んでいくことが求められます。

	○条例第8条第1項
○条例第8条第2項
○指針第7章3(2)
○解説第7章3(2)


	Ⅱ　育成支援
	
	
	

	１　一般原則
	
	
	

	
①　放課後児童健全育成事業の対象児童であることを確認していますか。
	
☐　いる
☐　いない
	
○　小学校又は義務教育学校（前期課程に限る。）に就学している児童であって、その保護者が労働等により昼間家庭にいない場合が対象です。
○　ここでの学校には「特別支援学校の小学部」も含まれます。また、「その保護者が労働等により昼間家庭にいないもの」の「労働等」には、保護者の疾病や介護・看護、障がい等も含まれます。

	
○条例第5条第1項
○解説第1章2(2)

	
②　児童の自主性、社会性及び創造性の向上、基本的な生活習慣の確立等を図ることを目的に支援していますか。

	
☐　いる
☐　いない
	○　家庭、地域等との連携の下、発達段階に応じた主体的な遊びや生活が可能となるよう支援してください。
	○条例第5条第1項

	③　利用者の人権に十分配慮するとともに、一人一人の人格を尊重していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　こどもの権利に関する学習の機会を確保し、職員が参加できる環境を整えることが求められます。
○　こどもの人権を尊重することについて理解した上で、こどもや保護者の人権に十分配慮し、一人ひとりの人格を尊重して事業の運営と日々の職務に当たらなければなりません。

	○条例第5条第2項
○解説第4章5(2)
○解説第7章1(2)

	２　こどもがクラブへ通い続けられるための援助
	
	
	

	①　放課後児童クラブに通う必要性をこどもが理解できるように援助していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　放課後児童支援員等は、こどもの心情に配慮しながら、放課後児童クラブに通うことの必要性をこどもに伝えて理解を促し、こどもが自ら進んで放課後児童クラブに通い続けられるように援助することが必要です。
○　その際には、こどもの権利が侵害されることのないよう、こどもの意見に耳を傾けながら、保護者や学校等の関係機関と連携して対応することが求められます。

	○指針第3章1(5)①
○解説第3章1(5)①

	②　こどもの出欠席をあらかじめ保護者からの連絡により把握していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　こどもの安全と保護者の安心を確保するとともに、放課後児童クラブでの育成支援に見通しが立てられるように、こどもの出欠席については、保護者からの連絡をあらかじめ確認しておく必要があります。その際、当日の変更についても確認できるようにすることが必要です。
○　連絡なく欠席していることがわかった時は、速やかに保護者に連絡をしてください。

	○指針第3章1(5)②
○解説第3章1(5)②

	③　こどもの来所時には、こどもが安心できるように迎え入れ、こども一人ひとりの心身の状態を把握していますか。

	☐　いる
☐　いない
	○　こどもが安全に過ごせるように、施設設備や遊具等の安全点検、整理整頓、清掃等は、毎日こどもが来所する前までに行う必要があります。

	○指針第3章1(5)②
○解説第3章1(5)②

	④　遊びや生活の場面におけるこどもの状況や体調、情緒等を把握し、静養や気分転換が必要な時には適切に対応していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　日常の遊びや生活の様子、保護者との連絡等を通してこどもの様子を把握し、こどもの情報について職員間で共有しておくことが求められます。また、一緒に遊ぶ、会話をするなどの日常のこどもとの関わりの中から、こども一人ひとりの状況や体調、情緒等を把握することが望まれます。
○　静養や気分転換が必要なことに気付いた時には、時機を逸さず対応することが求められます。また、病気やケガの場合は、状態を把握し、速やかに保護者と連絡をとることが必要です。

	○指針第3章1(5)②
○解説第3章1(5)②

	３　こどもの主体性の尊重
	
	
	

	
①　こどもが主体的に生活できるように援助していますか。
	
☐　いる
☐　いない
	
○　放課後児童クラブでの過ごし方は、できるだけ簡潔でわかりやすいものとし、こどもが理解できるようにする必要があります。
○　来所時や帰宅前に行うこと、集団での生活を円滑に進める上で協力して取り組むべきこと（片付け、整理整頓、係や当番活動等）、遊びやおやつ等の時間や生活の場面での決まりごと等、生活時間と生活全体の見通しを立てる上で必要なことについて、こどもと話し合いながら決めていくことが求められます。

	
○指針第3章1(5)③
○解説第3章1(5)③

	②　こども全体に共通する生活時間の区切りをつくり、柔軟に活用してこどもが放課後の時間を自己管理できるように援助していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　学年ごとの下校時刻や、学校の行事によるこども達の様子の変化を考慮して、無理のない過ごし方となるよう配慮しながら、室内遊びや屋外遊び、おやつ、自主的な学習活動等、遊びや生活内容ごとのおおまかな生活時間の区切りをつくることが求められます。
○　それをこどもと共有して活用することにより、こどもが見通しを持って過ごせるよう援助することが望まれます。

	○指針第3章1(5)③
○解説第3章1(5)③

	③　放課後児童クラブにおける過ごし方や生活時間の区切り等は、保護者にも伝えて理解を得ていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　放課後児童クラブにおける過ごし方や生活時間の区切り等は、保護者にも伝えて理解を得る必要があります。年度の初めに伝えるだけでなく、春休み、新学期（特に１年生の過ごし方等）、夏休み等、過ごし方や生活時間の区切り方が変わるごとに通信や保護者会（放課後児童クラブが主催するもの）等を活用して丁寧に伝えることが大切です。

	○指針第3章1(5)③
○解説第3章1(5)③

	４　基本的な生活習慣取得の援助
	
	
	

	①　基本的な生活習慣が身に付くように援助していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　こどもが放課後児童クラブでの生活を通して習得する基本的な生活習慣には、健康や衛生に関すること（手洗い、うがい、衣服の着脱等）、こどもの日常生活に関すること（持ち物の管理、片付け、整理整頓等）、放課後児童クラブでの生活に関すること（集団生活を維持するための活動に分担・協力して取り組むこと等）があります。
○　一人ひとりの発達の状況に応じた援助を心掛けるとともに、その必要性をこども自身が納得し、取り組みやすい環境の中で身に付けていけるように工夫することも望まれます。

	○指針第3章1(5)④
○解説第3章1(5)④

	②　一緒に過ごす上で求められる協力及び分担や決まりごと等を理解できるようにしていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　集団生活を維持するための活動に分担・協力して取り組む際には、それぞれのこどもが取り組んでいることを全員に知らせて、お互いのことを理解できるようにする機会を設けたり、定期的にその内容の改善について話し合ったりすることも望まれます。

	○指針第3章1(5)④
○解説第3章1(5)④

	５　こどもの発達段階に応じた援助
	
	
	

	①　こども達が協力し合ってクラブの生活を維持していくことができるようにしていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　こどもが生活の中でできること・やりたいことは、年齢や発達の状況によって異なります。これを踏まえずに、放課後児童支援員等が必要以上に先回りして手や口を出してしまうことは、こどもの最善の利益にかなわない場合があるので、留意する必要があります。
○　放課後児童支援員等には、こども一人ひとりの思いに配慮しつつ、こどもがお互いを尊重しながら協力し合える関係を築けるように援助することが望まれます。

	○指針第3章1(5)⑤
○解説第3章1(5)⑤

	
②　こどもが仲間関係をつくりながら、自発的に遊びをつくり出すことができるようにしていますか。

	
☐　いる
☐　いない
	
→　こどもが仲間関係をつくり出せるような関わりの工夫を記入してください。
	



○　放課後児童支援員等は、こどもが仲間関係をつくり出せるように関わりを工夫し、自発的に遊びを展開できるように援助することが求められます。

	
○指針第3章1(5)⑤
○解説第3章1(5)⑤

	③　遊びや生活の中で生じる意見の対立やけんかなどについて、適切に援助していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　放課後児童支援員等は、けんかを解決することのみを優先させるのではなく、お互いの思いを受け止めた上で、こどもの発達の状況等にも配慮しながら、お互いの考え方の違いに気付くこと、葛藤の調整や感情の高ぶりを和らげること等ができるように援助することが求められます。

	○指針第3章1(5)⑤
○解説第3章1(5)⑤

	④　こどもの間でいじめ等の関係が生じないような環境づくりに配慮していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　普段からこどもたちの様子に十分注意を払い、いじめに当たる行為が行われていないか見極めることが必要です。
○　日頃からこどもとの信頼関係を培うよう努めることが、いじめの予防と早期発見・早期対応につながります。

	○指針第3章1(5)⑤
○解説第3章1(5)⑤

	⑤　万一いじめのような問題が起きた時には早期対応に努め、学校等関係機関との連携のもと、放課後児童支援員等が協力して適切に対応していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　放課後児童支援員等は、こどもからいじめに係る相談を受けるなどによって、いじめを発見した時には、いじめを受けたこどもの気持ちに寄り添って守り通す必要があります。
○　いじめの事実があると思われる時は、いじめを受けたと思われるこどもが在籍する学校への通報その他の適切な措置をとる必要があります。

	○指針第3章1(5)⑤
○解説第3章1(5)⑤

	
⑥　屋内外ともにこどもが過ごす空間や時間に配慮し、発達段階にふさわしい遊びと生活の環境をつくっていますか。
	
☐　いる
☐　いない
	
○　こども一人ひとりが発達段階にふさわしい遊びと生活を送ることができるよう、環境の工夫や改善等に努める必要があります。
○　製作活動や伝承遊び、地域の文化にふれる体験等の多様な活動や遊びを工夫することも考慮してください。

	
○指針第3章1(5)⑤
○解説第3章1(5)⑤

	⑦　こどもが宿題、自習等の学習活動を自主的に行える環境を整え、必要な援助を行っていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　放課後児童クラブの生活の中では、学校から出された宿題、自習等の学習活動ができる環境を整えることが必要です。
○　宿題については、保護者の考えを聞き、保護者と放課後児童支援員等が共通の理解を持った上で、こどもが自主的に取り組めるようにすることが求められます。

	○指針第3章1(5)⑤
○解説第3章1(5)⑤

	６　こどもの自己表現力や主体性構築への援助
	
	
	

	①　こどもの意見を尊重していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　こどもの情緒やこども同士の関係にも配慮し、こどもの意見を尊重することが大切です。
○　日頃からこどもの意見に耳を傾けるよう努めるとともに、言語化されていないこどもの思いや感情、気持ちにも気付けるように努力することで、こどもが悩みや相談事も話せるような信頼関係を築いていくことが望まれます。

	○指針第3章1(5)⑥
○解説第3章1(5)⑥

	②　こどもの生活や遊びに影響を与える事柄については、こどもが放課後児童支援員等と共に考え、共に決めることができるよう努めていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　遊びや生活のルール等についてこどもと放課後児童支援員等が一緒に考え、こどもの生活や遊びをこども自身の意見によって変えていく機会を持つことは、多様なこどものニーズに対応した放課後児童クラブ運営のみならず、こども自身が権利の主体であることを実感し、こどもの権利を守ることにもつながります。

	○指針第3章1(5)⑥
○解説第3章1(5)⑥

	
③　行事等の活動では、様々な発達の過程にあるこどもがそれぞれに主体的に運営に関わることができるように工夫していますか。
	
☐　いる
☐　いない
	
→　行事等の活動で、こどもが主体的に運営に関わることができるような工夫を記入してください。
	



○　こども同士が意見を出し合いながら企画や活動をつくり上げていく機会を設けることが求められます。
○　年齢や発達の状況が異なるこどもが一緒に生活していることに十分配慮した上で、一人ひとりがそれぞれの状況に応じて主体的に参加していけるような配慮や工夫をすることが求められます。

	
○指針第3章1(5)⑥
○解説第3章1(5)⑥

	７　おやつの提供
	
	
	

	①　放課後の時間帯に必要とされる栄養面や活力面を考慮して、おやつを適切に提供していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　ゆったりとした雰囲気で仲間と共におやつを楽しむことは、こどもにとって生活の場である放課後児童クラブにおいて、とても大切なことです。
○　おやつの提供に当たっては、こどもの来所時間や夕食の時間、遊びや生活の流れ、こども達の状態等を考慮し、おやつを提供する時間や内容、量等を考えていくことが望まれます。

	○指針第3章1(5)⑦
○解説第3章1(5)⑦

	
②　食物アレルギーのあるこどもについては、配慮すべきことや緊急時の対応等について事前に保護者と丁寧に連絡を取り合い、安全に配慮して提供していますか。
	
☐　いる
☐　いない
	
→　食物アレルギー対応マニュアルの職員に対する周知方法を記入してください。
	



○　放課後児童支援員等は、食物アレルギーに関する基礎知識、食物アレルギーのあるこどもに対する配慮事項や緊急時に使用するアナフィラキシー症状の進行を一時的に緩和する自己注射薬の使用方法を含めた対応方法等に関する基本的な事項について継続的に学び、緊急時対応のマニュアル等を整備して全職員に周知を徹底し、こども本人・保護者と共有しておくことが必要です。

→　保護者と相談して決めた、個々のこどもについての対応と配慮すべき事項の職員に対する周知方法を記入してください。
	



○　食物アレルギーのあるこどもへのおやつの提供については、それぞれの放課後児童クラブの設備や職員体制を踏まえて「代替食を提供する」「おやつを持参してもらう」等の対応方針を定めた上で、個々のこどもについての対応と配慮すべき事項について、保護者と相談しながら決めていくことが必要です。そして、その内容についても全職員に周知します。

→　誤配や誤食等の事故防止のためのおやつ提供にあたっての配慮や工夫を記入してください。
	



○　おやつを提供する際やこどもが食べる際には、誤配や誤食がないよう、危機管理を徹底し、確認体制を十分に整えて提供します。万が一、誤食があった場合には、その場で症状が現れなかった場合にも必ず保護者に伝えることが必要です。

	
○指針第3章1(5)⑦
○解説第3章1(5)⑦

	８　環境の整備及び緊急時の対応
	
	
	

	
①　遊びと生活の環境について安全点検と環境整備を行っていますか。
	
☐　いる
☐　いない
	
○　事故やケガを未然に防ぐためには、屋内外の施設設備等の衛生や安全を点検し、遊びや生活が衛生及び安全の確保された環境で行われるよう整備することが必要です。衛生や安全管理に関する点検は、点検項目や点検頻度、点検者を定め、定期的に行います。
○　点検対象とする環境には、近隣の公園に行く場合や散歩、遠足等、放課後児童クラブの外で活動する場合も含まれます。

	
○指針第3章1(5)⑧
○解説第3章1(5)⑧

	②　安全に関する自己管理能力を身に付けられるように援助していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　こども一人ひとりの発達の状況、健康の状況等を把握した上で、それぞれに対応した適切な援助のあり方を考えていくことが求められます。
○　想定される危険の内容によっては、安全を確保するための行動のあり方についてこども自身が学ぶ機会を設けることも望まれます。

	○指針第3章1(5)⑧
○解説第3章1(5)⑧

	③　性暴力防止のため、こどもの発達段階に応じた啓発を行っていますか。

	☐　いる
☐　いない
	○　絵本やイラストを用いるなど、こどもの年齢や発達段階に応じたわかりやすい説明を心掛け、すべてのこどもが理解・対応を実践できるようにすることが重要です。
○　こどもへの性暴力が発生した疑いがある場合には、それを速やかに市町村や運営主体に報告するなど、適切に対応するための体制構築が求められます。

	○指針第3章1(5)⑧
○解説第3章1(5)⑧

	９　保護者との連携
	
	
	

	①　保護者への連絡は、ＩＣＴを活用するほか、様々な方法を有効に活用していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　ＩＣＴのほか、連絡帳、保護者の迎えの際の直接の連絡、通信、保護者会、個人面談等の様々な方法を有効に活用してください。
○　それぞれの方法の特徴を理解し、複数の方法や機会を組み合わせて保護者に必要な情報を伝えることが大切です。

	○指針第3章4(1)
○解説第3章4(1)

	②　保護者との協力関係をつくっていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　保護者が放課後児童クラブの活動や行事に参加あるいは協力する機会を設けるなどの取組を行うことも望まれます。

	○指針第3章4(3)
○解説第3章4(3)

	③　保護者組織と連携して、保護者が互いに協力して子育ての責任を果たせるように支援していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　子育てを通じて交流し、協力し合うことができる保護者間の関係が築かれるように、放課後児童クラブが主催する保護者会や保護者が参加する活動や行事の機会を工夫するとともに、保護者組織が実施する活動についても積極的に支援し、連携していくことが望まれます。

	○指針第3章4(3)
○解説第3章4(3)

	１０　その他業務全般
	
	
	

	①　こどもが放課後児童クラブでの生活に見通しを持てるように、育成支援の目標や計画を作成していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　計画は、育成支援の目標に沿って、季節や学校の学期や長期休業等のこどもの生活の節目を意識しながら、年間を見通して作成します。そして、月ごとあるいは週ごと等の計画は、こどもの生活や遊び、こども同士の関わり等の状況に応じて柔軟に作成し、必要に応じて見直すことも望まれます。
○　目標や計画は、年度の初めに保護者に伝え、理解を得るように努める必要があります。

	○指針第3章5(1)
○解説第3章5(1)

	②　日々のこどもの状況や育成支援の内容を記録していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　こどもの様子と育成支援の内容、明日以降へ引き継ぐ必要のある事項等を毎日記録することが求められます。
○　日々のこどもの状況や育成支援の内容について記録することは、放課後児童支援員等がこどもについての理解を深め、育成支援の内容を充実させることにつながります。また、記録することを通じて放課後児童支援員等は自らの育成支援を振り返り、気付きを得ることができ、放課後児童支援員等の間での情報や気付きを共有することが可能となります。

	○指針第3章5(1)
○解説第3章5(1)

	
③　職場内で情報を共有し事例検討を行って、育成支援の内容の充実、改善に努めていますか。
	
☐　いる
☐　いない
	
○　開所時間前には、職場内で当日の育成支援の目標や取組内容、１日の過ごし方について確認するとともに、こどもの状況（出欠席の予定、前日の出来事の中で共有しておくべき事項等）について共有することが求められます。
○　１日の終わりには、短時間でもその日の育成支援の状況と申し送りの必要な事項等を確認する打合せを持つことが必要です。

	
○指針第3章5(1)
○解説第3章5(1)

	④　放課後児童クラブでのこどもの様子や育成支援に当たって必要な事項を、定期的かつ同時にすべての家庭に伝えていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　通信（お便り等）の発行や保護者会の開催等を通じて、定期的かつ同時にすべての家庭に育成支援の内容についての情報を提供することが求められます。
○　通信には、日常のこどもの遊びや生活の様子とともに、行事や活動の予定のほか、連絡事項等を記載することが考えられます。

	○指針第3章5(1)
○解説第3章5(1)

	
⑤　業務の実施状況に関する日誌（業務日誌）を作成していますか。
	
☐　いる
☐　いない
	
○　育成支援の内容についての記録とは趣旨が異なり、日々の業務の中で行った事柄を客観的な記録として残すものです。

→　業務日誌に盛り込んでいる項目にチェックしてください。
	☐
	日付

	☐
	開所時間

	☐
	こどもの出欠席人数、出欠席状況

	☐
	開所時間前後の業務内容

	☐
	職員の勤務状況

	☐
	主な活動

	☐
	行事

	☐
	事故やケガの発生状況とその対処」

	☐
	おやつに関すること

	☐
	学校との連絡

	☐
	関係機関との連絡


　　　
	
○指針第3章5(2)
○解説第3章5(2)

	１２　障がいのあるこどもの育成支援
	
	
	

	①　障がいのあるこどもについても、クラブを利用する機会が確保されるための適切な配慮及び環境整備を行い、可能な限り受入れに努めていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　障がいのあるこども（以下、医療的ケアを必要とするこどもを含む）については、地域社会で生活するこどもの１人として、他のこどもと共に成長できるよう放課後児童クラブの利用を選択できる機会を保障し、地域社会の中で孤立したり排除されたりしないよう援護し、社会の構成員として包み支え合う社会をつくるよう目指すという考え方に立って受入れに努めることが大切です。

→　障がいのあるこどもの利用機会確保のための配慮や工夫を記入してください。
	



○　具体的には、障がいのあるこどもが放課後児童クラブを利用できることについての周知（利用機会の周知）や、障がいのあるこども個々の状況に応じた施設設備や育成支援の内容についての工夫、職員体制に関する配慮等があります。

	○指針第3章2(1)
○解説第3章2(1)

	②　受入れの判断は、こども本人及び保護者の立場に立ち、公平性を保って行われるように判断の基準や手続等を定めていますか。

	☐　いる
☐　いない
	○　障がいのあるこどもの受入れに当たっては、障がいの状態と受入れ体制や環境を見極め、そのこどもの最善の利益を考慮して公平性を保って判断や合理的配慮の内容を検討することが必要になります。
	○指針第3章2(1)
○解説第3章2(1)

	
③　こどもの健康状態、発達の状況、家庭の状況、保護者の意向等を個別に把握していますか。
	
☐　いる
☐　いない
	
○　受入れや合理的配慮の内容の判断を適切に行うためには、まず、利用の申請があった障がいのあるこどもの状況を正確に把握することが求められます。
○　こどもや保護者との面談、こどもの通っていた保育所・認定こども園・幼稚園等、児童発達支援、放課後等デイサービス事業所、障害児相談支援事業所、学校、医療機関等からの情報収集を行い、こどもの健康状態、発達の状況、家庭の状況、こどもや保護者の意向等を確認することなどが考えられます。
○　情報収集に当たっては、保護者に情報収集の意義・目的について説明の上、同意を得る必要があります。

	
○指針第3章2(1)
○解説第3章2(1)

	④　放課後児童クラブでのこども達との生活を通して共に成長できるように、見通しを持って計画的な育成支援を行っていますか。

	☐　いる
☐　いない
	○　学校において作成される個別の教育支援計画（関係機関等の連携の下に行う個別の長期的な支援に関する計画）や個別の指導計画を参考にすること、また、障がいのあるこどもが放課後等デイサービスや障害福祉サービスを利用している場合には、障害児相談支援事業所において作成される障害児支援利用計画や、放課後等デイサービス事業所等において作成される個別支援計画を参考にしながら、保護者、学校や障害児通所支援事業所と連携し、保護者の同意の下で、育成支援の方向性を考えていくことが求められます。

	○指針第3章2(2)
○解説第3章2(2)

	⑤　障がいのあるこども一人ひとりについて放課後児童クラブでの状況や育成支援の内容を記録していますか。

	☐　いる
☐　いない
	○　障がいのあるこどもの育成支援に当たっては、一人ひとりのこどもの状況や育成支援の内容を記録することが必要です。
○　記録することで、こどもの何気ない様子からもこどもの感情や特性に気付くことができ、放課後児童支援員等が自身の関わりについて見直すことにもつながります。

	○指針第3章2(2)
○解説第3章2(2)

	⑥　障がいのあるこどもの育成支援に関する研修等を通じて、障がいについて理解していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　様々な学習の機会を活用して障がいのあるこどもの特性や支援のあり方についての専門的な知識や技術を学ぶよう努力するとともに、放課後児童クラブ内で研修会を開催するなどの取組を通じて、障がいのあるこどもへの育成支援について理解を深めることが求められます。

	○指針第3章2(2)
○解説第3章2(2)

	⑦　地域の障がい児関係の専門機関等と連携して、相談できる体制をつくっていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　障がいのあるこどもの育成支援の内容を向上させるためには、定期的あるいは必要に応じて、地域において障がいのあるこどもを支援する児童発達支援センターや放課後等デイサービス事業所等に相談すること、障がい児支援の専門家の後方支援を利用するなどして、参考となる援助の方法を学ぶ機会をつくることが望まれます。

	○指針第3章2(2)
○解説第3章2(2)

	⑧　個々のこどもの状況に応じて環境に配慮するとともに、専門知識等を有する職員の配置、施設や設備の改善等についても工夫していますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　障がいのあるこどもの受入れに当たっては、個々のこどもの状況に応じて環境を工夫し、職員配置、施設や設備の改善等を行うことが望まれます。

→　障がいのあるこどもの育成支援のための配慮や工夫を記入してください。
	



○　放課後児童クラブでの活動の場面がわかりやすくなるように空間を工夫する、生活時間の区分や始まりと終わりをわかりやすく工夫する、全体での活動を見守りながらも必要に応じて個別の対応ができるよう職員を配置するなど、障がいの種別や程度、特性に応じた育成支援の場面での対応の工夫が求められます。

	○指針第3章2(2)
○解説第3章2(2)

	１３　特別の支援を必要とするこどもへの対応
	
	
	

	
①　児童虐待の早期発見に努めていますか。
	
☐　いる
☐　いない
	
○　児童虐待を早期に発見するためには、日常の様々な場面において、こどもの心身の状態（あざや傷、言動の特徴、服装等）に留意するとともに、直接保護者に会う時（こどもの迎えの際等）の気付きも重要です。

	
○指針第3章3(1)
○解説第3章3(1)

	②　児童虐待が疑われる場合には、適切な対応をしていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　放課後児童支援員等は各自の判断だけで対応することは避け、放課後児童クラブの運営主体の責任者と協議の上で、市又は児童相談所に速やかに通告し、関係機関と連携して放課後児童クラブとして適切な対応を図らなければなりません。
○　児童虐待を発見した後の市等への通告の手順や、緊急性があると思われる場合の対応と手順についてもあらかじめ定めておくことが望まれます。

	○指針第3章3(1)
○解説第3章3(1)

	③　家庭での養育に特別の支援が必要な状況を把握した場合は、適切な支援につなげるように努めていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　家庭での養育について特別の支援を必要とする状況には、生活の困窮、保護者の病気や障がい等による養育困難、ひとり親家庭等で育児と就労の両立が困難な家庭、ＤＶ等の問題がある家庭等、様々な理由が考えられます。そして、その中には、「こどもの貧困」が含まれている場合もあります。
○　特別の支援を必要とするこどもや家庭への対応は、必要に応じて市や専門的な機関につなぎ、市と連携して対応していくことが求められます。

	○指針第3章3(2)
○解説第3章3(2)

	④　クラブでの生活に特に配慮を必要とするこどもの支援に当たっては、適切な育成支援に努めていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　そのこどもへの育成支援のあり方を振り返ると同時に、職員同士の気付きを共有して、丁寧にそのこどもの状態を検討して対応していくことが求められます。
○　こどもに見られる課題の背景要因についても情報収集と考察を深めながら、保護者、市、関係機関等と連携して適切に対応を図っていくことが望まれます。

	○指針第3章3(2)
○解説第3章3(2)

	⑤　社会的・文化的な困難を抱えるこども等へ必要な配慮を行っていますか。
	☐　いる
☐　いない
	○　性別、国籍、社会的地位、経済的格差による等の事情から脆弱な立場に置かれているこどもの豊かな放課後の時間を保障するために、放課後児童クラブ及び放課後児童支援員等は、ソーシャルインクルージョンの視点に立って適切な対応を検討することが求められます。
○　ソーシャルインクルージョンは、「社会的に弱い立場にある人々も誰一人取り残さず、すべての人が社会に参加し、共に生きていくという理念」といわれています。
	○指針第3章3(2)
○解説第3章3(2)
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